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　 やわらかい春の日ざしが待ち遠しいおやじ６回目です
· 1月８日（２００５年１月は初めの土曜日が１月１日元日だったので第２土曜日）午後７時３０分、集会にて、第六回『おやじの会』は開催されました。神に感謝。
今回の参加者も十数名（新規参加・リピーター多数）で盛り上がりを見せたのであります。
· 前回のＴＯＰＩＸ　☆
· ２００５年のスタートは第一土曜日が元日だったため第２土曜日での開催となった。当日は土曜日の入門講座と重なり晴佐久神父様やや遅れて合流される。入門講座に出席していた有資格者数名も新規参加となり盛り上がる。

· 「忘・新年会」づいてる『おやじ』たち特にアイディアもなく「ユルイ集まりでも良いかな」と思いつつも何か物足りないような気がしていたところ。GrpOyajiの掲示板で「お雑煮持ち込みます」の書き込みでやっぱり新年会だよねとあらためて認識する。
· 本格的ダシをとったり、具を刻んだり、お餅を何度も焼いて用意してくれたよっちゃんに感謝。心のこもった素敵なお雑煮ありがとうございました。
· いつも焼き肉屋さんの本物のつまみを持参してきてくれる『おやじ』息子さんも持参（笑）してきて
将来『おやじの会』に入る準備のための分かち合いをする。（早すぎますから～）
· お茶の間では中高生会のお泊り会が実施されている。岡山から来ている人たちもいると聞き集客力の違いにちょっとうらやましく思う。
· こちらも負けじと小平教会から『おやじ』合流し盛り上がる。
· お茶の間になだれ込めない『おやじ』たち三々五々帰路に着く
· 今後の運営等々　☆

· 月の第一土曜日の午後7時30分に始まり継続していく。

· 教会に来るきっかけのない『おやじ』たちが気軽に寄り集まれるよう各自創意工夫する。
· 自ら『おやじ』であることを受け入れ、誇り高く、腰は低く生きていく。
· 基本的に女人禁制。

· 「はこぶねくらぶ」をはじめとする様々な要望に有機的につながり参加、支援する。
· この会から３月に洗礼を受ける方がいるのでみんなで協力しお祝いする。

· 興味のある方は『おやじの会』の前に６：３０から聖堂で行われているミサに参加しませんか。
裏に続きます。
Ж　あとがきにかえて　Ж
『Ｊｕｓｔ　Ｔｈｅ　Ｗａｙ　Ｙｏｕ　Ａｒｅ』

　　みんな「本物」を求めて「本物」に導かれて集まってくる。教会のミサ、神父さまのお説教、『おやじの会』などのコミュニティもきっと同じなのでしょう。

　ある一言で一瞬にして光が差し込んだり、ほんの少し浮世離れしてホッと一息つき、偶然隣り合った人と「飲んだり食べたり語ったり」して癒されることもあれば、何回も何年も飲み続けていると後からｼﾞワーッと効いてくる漢方薬や天然ミネラルみたいなときもあります。

 「本物」（プロフェッショナル）といえば、知る人ぞ知るちょっと有名なエピソードを紹介しましょう。　

落語家の桂歌丸師匠が以前、腹膜炎を患って（余談ですが、「患う」って漢字、心が串刺しです）結構シリアスな状態になり集中治療室に入ったときのこと。

「何か欲しいものがある？」。たずねる奥さんに歌丸師匠こう言った。「カ、カネ」。

「わたしのこと誰だかわかる？」心配そうに顔を覗き込む娘に師匠、ちょっと目を開けて答えた。「・・・ブタ」

たとえ病床にいようとも、落語家を貫くこの姿勢。こだわりと哲学を持ち、体現し、それを伝える“言葉”を持つ「本物」にあこがれすらおぼえます。

　「本物」が聞こえるように少しずつ日々準備をし、ときには勉強して自分のパラボラアンテナをグレードアップし続けていたい。そして時が来たら「本物」を人に伝えられるようになりたい。真意をどうやってうまく伝えることができるのかとか、自己満足で終わってないかなんて葛藤しながら。

みんなが知っている映画の台詞で「それを言っちゃあ、お終いよ」というのがある。たしかに“空気を読まなきゃ”とか“よく知らないくせに”そんな場面もある。でも、「それを言わなきゃ始まらない」事のほうが多い気がする。

 『おやじ』になったりすると本音を語らないことが格好いいと思っちゃたりする時がある。格好つけたふりほど格好悪いものなのに。

ちょうどビリー・ジョエルがＢＧＭで歌っている『Ｊｕｓｔ　Ｔｈｅ　Ｗａｙ　Ｙｏｕ　Ａｒｅ～♬』　“飾ることないのに”と。
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